

























































































－ 2 － 
いるのである。 



















広辞苑第 2 版、昭和 44 年、には、マーケティングは次のように説明されている。 







マーケティングの代表的な研究者の一人である P. Kotler もマーケティングの多義性につ
いての指摘をしているが、「交換に基づくものを『マーケティング』」という彼の定義（注 8）



















注 1、 R. Bartels, ‘The History of Marketing Thought‘、「マーケティング学説史」、肥田日出生監
訳、梶原勝美、他訳、明治学院論叢、第 202 号、昭和 47 年 12 月、pp117~119. 




注 3、 福田敬太郎、日本におけるマーケティングの前進、ビジネス・レビュー、Vol.11. No4, p.28。 
注 4、 昭和 31 年度、「経済白書」、経済企画庁。 
注 5、 1955（昭和 30）年 9 月に日本生産性本部は第 1 次トップ・マネジメント視察団を、そして、
翌 1956（昭和 31）年 3 月にはマーケティング専門視察団をアメリカに派遣した。 
注 6、 広辞苑、第 2 版、新村出編、岩波書店、昭和 44 年；同、第五版、第３刷、2007 年。 
注 7、 1985 年の定義、「マーケティングとは、個人および組織の目標を満たす交換を創出するた
めに、アイデア・商品・サービスの概念形成、価格設定、プロモーション、流通を計画し、
実行するプロセスである。」 
注 8、 たとえば、P. Kotler のマーケティングの定義のひとつは次のものである。`Marketing is 
human activity directed at satisfying needs and wants through exchange processes.`
「マーケティングとは、交換過程を通して、ニーズ（必要性）とウォンツ（欲求）を満たす
－ 4 － 
ことを意図する人間の活動である。」、P. Kotler, `Marketing Management analysis, 
planning, and control fourth edition` p,19, Prentice Hall ,1980；P, コトラー、村田昭治監
修、小坂恕、疋田聡、三村優美子訳、「コトラー マーケティング マネジメント〔第 4 版〕 
競争的戦略時代の発想と展開」ｐ.11、プレジデント社、1983. なお、詳細については付論 2、
参照。 
注 9、 P. Kotler、木村達也監訳、有賀裕子訳、「コトラーのマーケティング講義」、ダイヤモンド
社、2004 年、ｐ.8. 





























































次に、マーケティング論の初期の学説史的研究を著している P. D. Converse が、「マー
ケティング研究者に多大な影響を与えた（注 7）」と述べている A. W. Shaw の見解をみてみ
よう。周知のように日本でも彼についての研究は数限りなくなされてきている（注 8）。 
ここでは彼の主著である Some Problems In Market Distribution （注 9）を中心に彼の
マーケティングの生成についての見解の一端を考察してみよう。 
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3）F. E. Clark 












































ングが正式にその姿を現すのは 20 世紀の初頭である（注 20）。」「マーケティングが現れたの
は 19 世紀半ばで、インターナショナル・ハーベスター社のマコーミックが市場調査から
割賦販売に至る近代マーケティングの基本ツールを創設したのが最初である。しかしアメ

































































































































周知のごとく 19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけてのアメリカでは、市場における競争
が価格競争から非価格競争へと転化し、寡占的企業はマーケティングを行うようになった
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しかしながら、P＆G 社（注 52）、コカ・コーラ社（注 53）の両社とも、当初は小規模な生産
者から出発し、マーケティングの成功により大規模化し、アメリカが独占段階に移行した
といわれる 19 世紀末から 20 世紀にかけて大企業へと成長したのであり、トラストや企業
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析ではなく、より一層説得力のある歴史的研究が行われる必要が強く意識され始めている
のも事実である。 



















マーケティングの生成についての十分な理解を得るために、19 世紀後半から 20 世紀初頭
のアメリカの生産についてはもちろんであるが、とりわけ流通、消費の側面に関する研究
の展開が今後の課題になるであろう。 




 第 4 に、マーケティングは環境の影響を強く受けるものである。それ故に、アメリカの
マーケティング環境についての詳細な研究も今後の課題といえるであろう。 
－ 18 － 


















注 1、 R. Bartels, The Development of Marketing Thought, R.D.Irwin,1962。 
注 2、 ibid. ,pp.3－4。 
注 3、 ibid., pp.9－10。 
注 4、 ibid., p.1。 
注 5、 ibid., p.5。 
注 6、 ibid., p.32。 
注 7、 P. D Converse, The Beginning of Marketing Thought, in the United States: With 
Reminiscences of Some of the Pioneer Marketing Scholars ,the University of texas,1959、
拙訳『マーケティング学説史概論』ｐ.65、白桃書房、昭和 60 年。 
注 8、 例えば以下のような著書、論文があげられる。H. B. Vanderblue, `The Function Approach 
to the Study of Marketing`, The Jornal of Political Economy, Vol.29, No.8, Oct. 1921; P. 
D. Converse, `The Development of Science of Marketing`, Oct. 1945; R. Bartels, The 
Development of Marketing Thought, 1962,; H. F. Agnew, BookReviews, Jornal of Marketing, 
Oct. 1951; P. D. Converse, Comments, in H. G. Wales (ed), Changing Perspectives in 
Marketing, 1951；三浦信『マーケティングの構造』ミネルヴァ書房、昭和 46 年；森下不
二也、「Managerial Marketing の現代的性格について」、「経営研究」、第 40 号、1959 年；
荒川祐吉『現代配給理論』千倉書房、1960 年；橋本勲『マーケティング論の成立」ミネル
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ヴァ書房、1975 年；光澤滋朗『マーケティング論の源流』千倉書房、平成 2 年；薄井和夫
『アメリカマーケティング史研究』大月書店、1999 年；近藤文男『成立期マーケティング
の研究」中央経済社、昭和 63 年；マーケティング史研究会編『マーケティング学説史」同
文舘、平成 5 年。 
注 9、 A. W. Shaw, Some Problems In Market Distribution, Harvard university Press, 1915, 
third printing 1951. 伊藤康雄、水野裕正訳『市場配給の若干の問題点』文真堂、昭和 50
年；丹下博文訳『市場流通に関する諸問題』白桃書房、1992 年、1998 年、2006 年。 
注 10､ Shaw は生産の問題の解決における科学的管理方法の意味合いを高く評価しており、それを
販売の問題にも適応すべきと提案している。 
注 11､ A. W. Shaw, ibid., pp.69―76。 
注 12､ ibid, pp.79－88。 
注 13､ ibid, pp.49―58、p.73。 
注 14､ F. E. Clark, ‘Principles of Marketing‘, 1922，緒方清、緒方豊喜共訳『売買組織論』上、
pp.16-18、丸善、昭和 5 年、下、昭和 7 年。 
注 15､ 同上、p.18。 





注 17､ この F. E. Clark の見解は私のマーケティング研究に大なる示唆を与えてくれたものである。
換言すれば、私がブランド・マーケティング体系構築の有力なヒントになったものの一つ
が彼の見解といっても過言ではない。 
注 18､ P. Kotler、木村達也監訳、有賀裕子訳『コトラーのマーケティング講義』p.8、ダイヤモン
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注 19､ 同上、p.8。 
注 20､ 同上、pp.3－4。 
注 21､ 同上、p.6。 
注 22､ 同上、p.8. 
注 23､ P. Kotler、宮澤永光・十河晄、浦郷義郎共訳『フィリップ・コトラー マーケティング・
エッセンシャルズ』p.3、東海大学出版会、昭和 61 年。 
注 24､ 同上、p.1。 




注 27､ 福田敬太郎、「アメリカにおける配給論の発展」、国民経済学雑誌、第 47 巻第 5 号。 
注 28､ 同上、ｐ.87。 
注 29､ 同上、ｐ.85。 
注 30､ 福田敬太郎、「アメリカにおける配給論の発展」、ｐ.87。 
注 31､ 福田敬太郎、日本におけるマーケティングの前進、pp.31－32。 
注 32､ 同上、pp.29－30。 
－ 20 － 
注 33､ 同上、pp.30－31。 
注 34､ 同上、pp.34－37。 
注 35､ 荒川祐吉『現在配給理論』pp.12―13、千倉書房、昭和 42 年第 6 版。 





注 37､ 企業合同がとくに進んだのは、第 1 期（19 世紀末―1900 年代のはじめの数年間）、第 2 期
（1915―1923 年）、第 3 期（1927―1935 年）であった――同上辞典。 
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グ・マネジメント』千倉書房、昭和 44 年 5 版、P.7。 
注 41､ R. Bartels、山中訳、前掲書、pp.32－39。 
注 42､ 橋本勲、｢マーケティングの成立と展開｣、森下・荒川編著、前掲書、ｐ.7。 
注 43､ 同上、pp.4－5。 
注 44､ A. D. Chandler, Jr., The Beginings of “Big Business” in American Industry, Business 
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注 45､  
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注 47､ もしそうであるならば、当時の研究者である A. W. Shaw が、トレード・マーク付きの帽子
を例にとり、くり返し説明している製品差別化、高価格（市場価格以上での販売）といっ
た方策は、競争業者が存在する企業が採用するはずはないと思われる。 
注 48､ W. W. Rostow、木村健康・久保まち子・村上泰亮訳『経済成長の諸段階』pp.101－105、
ダイヤモンド社、昭和 45 年。 
注 49､ 白髭武『アメリカマーケティング発展史』実教出版、1978 年。また、彼は日本についての
通史も著している――白髭武『日本マーケティング発達史』文化社、昭和 42 年。 
注 50､ 同上、p.1。 
注 51､ 同上、pp.60－61。 
注 52､ 同上、pp.109－112。 
注 53､ 同上、pp.61－68。なお、本稿、第 3 節、ケーススタディ、ア、「アイボリー」（P＆G 社）、
参照。 
注 54､ 小原博『マーケティング生成史論』税務経理協会、昭和 62 年。 
注 55､ 同上、p.6。 
注 56､ 同上、pp.24－25。 
注 57､ 同上、p.57。 
注 58､ 同上、pp.100―104、pp.135－136。 
注 59､ 同上、p.220。 
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注 60､ たとえば、有富重尋『マーケティングの思想と発展』有信堂、1920 年；三浦信『マーケティ
ングの構造』ミネルヴァ書房、昭和 46 年；光澤滋朗『マーケティング論の源流』千倉書房、
平成 2 年；石川和男「マーケティング歴史研究の生成と展開に関する一考察」中央大学商
学論叢第 41 巻第 1 号、2000 年などがあげられる。 
注 61､ たとえば、次のような著作があげられる。オットー・マイヤー、ロバート・C・ポスト編、










































































































 まず、フランスのパリで 1664 年創造のブランド「1664」を発見した。帰国して調べた
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ブランド名である。ブランド名の由来は修道院の創始者である聖フランソワ・ド・ポール





















 それはオーストリアのウイーンのスーパーマーケットの SPAR で発見した 1270 年の
ビールのブランド‘HIRTER  PRIVAT  PILS’である。もし、1270 年に創業されたか、
あるいは、ブランドが創造されたのか、いずれかが事実であれば、まさに幻のブランドと
いうべきであって、多分、現時点では最古のブランドのひとつと考えられる。 













1664、‘PAULANER’は seit 1634、‘KRUŠOVICE’は 1580、‘HIRTER PRIVAT  PILS’






























































名酒番付（注 22）や醤油番付（注 23）にみることができる。 
 封建時代、幕藩体制の下にありながら、清酒のブランド｢白鹿｣は創造され、地場のロー
カル市場ではなく、最大の消費地である江戸市場でブランド展開が始まったのである。文




 同社史によれば、創業時の寛文（1661-1673）年間には 100 石前後であった。その後、
元禄（1688-1704）年間から安永（1772-1781）年間までの期間の酒造石高は年間 200～
400 石程度で著しい発展もなかったが、1804（文化 1）年には 1,400 石、1889（明治 22）
年には酒造石高全国第一位の 17,500 石となる。1896（明治 29）年には、23,000 石、1928










－ 29 － 
された 1884 年、「正宗」で商標登録の申請をしたが不許可となり、改めて「菊正宗」で商
標登録をしている（注 27）。また、「白鹿」「菊正宗」よりも創業が古い「月桂冠」は 1905 年
に商標登録されたが、その前のブランドは、1897 年に商標登録された「鳳麟正宗」であり、




（大正 6）年には法人化をなし、資本金 50 万円で辰馬本家酒造株式会社を設立した（注 30）。
また、1920（大正 9）年には、｢黒松白鹿｣の創造、展開を開始し、「白鹿」のブランド拡
張をした（注 31）。1930（昭和 5）年、自動瓶詰機を設置した白鹿敢館竣工（注 32）、その後、第
2 次世界大戦から復興し、（すでに海外進出は 1889 年のパリ万国博から試みられていたが）



















－ 30 － 
植民地であったアイルランドで創業され、その後、隣国イギリスのトップ・ブランドとな
り、さらに、グローバル・ブランドにまで発展し、2009 年に生誕 250 年を迎えたビール
のロングライフ・ブランド｢ギネス｣がある。 















































































会社 80 年史にもやはり明確な説明はなく、伝聞として次のように記されている。（注 51）「武
蔵国皿沼村（現埼玉県吉川市）で油、しょうゆの販売業を手広く営んでいた 4 代鈴木万平




















ラベルを貼って販売した最初のケースである（注 55）。なお、1906 年（明治 39 年）にはアメ
リカで商標登録をしている（注 56）。 
さらに、1908 年（明治 41 年）には「宮内省御用」となり、「亀甲萬」を「格別のしょ
うゆ」とする評価は、宮中にも及んだ（注 57）。 






際に茂木佐平治家の当主はブランド料として 100 万円を要求したが、結局 30 万円で折り
合いがつき新会社が設立されたのである（注 59）。これはブランド「亀甲萬」が財産価値を持
つものであるということが認識されていたことにはかならない。 




ドの集中的、大量生産体制を実現したのは 1926 年になってからのことである（注 60）。さら
－ 34 － 
に、日本が戦時経済下の 1940 年（昭和 15 年）9 月 1 日を期し、政府が「1 社 1 規格 1 マー
ク制」を実施することになり、すべて「亀甲萬」に統一することになった（注 61）。 
時間は前後するが合同によって設立された新会社は「亀甲萬」のナショナル・ブランド
を目指して、1918 年、大阪に営業拠点を設け、1932 年には関西工場が完成した（注 62）が、
ナショナル・ブランドになるのは戦後の統制解除後の 1955 年（昭和 30 年）になってから
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た国々に広がったということになるのである。換言すれば、本稿で展開した新たなマーケ
ティング生成論によれば、「マーケティングの生成とは、中世末期のヨーロッパ、17 世紀
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 マーケティングの生成は、19 世紀後半のアメリカにさかのぼること 600 年ほど前には
見られるものと考えられる。13 世紀の半ばにはヨーロッパのビール、そして 17 世紀後半
には日本において「白鹿」のブランドの創造と展開がみられ始め、続いて 18 世紀後半か
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それにより、アメリカにマーケティングが生成されたのは事実であるが、研究を進めるに
従い、新たな事実が分かってきたのである。 
 それは 19 世紀後半に始まるアメリカのマーケティングの生成よりも時期的にかなり早
くからヨーロッパや日本においてそれがみられるということである。すなわち、醸造ブラ
ンド、醸造マーケティングの出現と発展である。その一例が、ベルギーのビール「レフェ」、
アイルランドの「ギネス」であり、日本における日本酒の「白鹿」、醤油の「キッコーマン」
である。 
 マーケティングの生成についての本質的研究を試みた結果、本稿において導かれた新た
なマーケティング生成論は、ほかならぬ一般的、普遍的、ユニバーサルなマーケティング
の生成についての研究といえるものであり、どの国、地域、どの時代においてもマーケティ
ングの生成を説明することができるものであるとの結論を導くことができたと思われる（注 1）。 
 
注 1、 これまでアメリカをはじめ、日本、ヨーロッパ諸国だけではなく、アジアにおけるブラン
ドとそのマーケティングの生成について研究してきたが、アフリカと中南米についてはい
まだ研究が試みられていない。梶原勝美『ブランド発展史』専修大学出版局、2016 年。 
